
保健・健康
の

掲示板

　仙北市包括支援センターでは、高齢者の方々が住
み慣れた地域で元気に日常生活を営むためのお手伝
いをさせていただいています。
　定期的に集まり、会話を楽しみながら体操や作品
づくり等行ってみませんか。
　皆様の参加をお待ちしています。
●第 1 回目の会場と期日／
　【角館・西木地区】
　6 月 19 日（火）健康管理センター（角館）
　【田沢湖地区】
　6 月 28 日（木）田沢湖健康増進センター
●時間／ 9：45 ～ 11：30
●定員／ 20 人程度

介護予防教室　参加者募集！「さわやか教室」

●対象／
　◆ 65 歳以上の方で要支援・要介護認定を受けて
　　いない方
　◆自分で会場まで来ることができる方（西木地区
　　の方は、西木庁舎集合で角館までの送迎があり
　　ます）
●内容／ 6 月～ 1 月までの間に 8 回コース（体操、
　絵手紙、物作り、調理実習等々）
　※途中参加、すべてに参加できなくても申し込み
　は大丈夫です。
●準備するもの／水分補給のための水かお茶、動
　きやすい服装、めがね（必要な方）
●申込締切／ 6 月 15 日（金）
●申込・問合せ／仙北市包括支援センター
　 43-2283

大腸がん撲滅キャンペ－ン
（大腸がん検診に関するアンケート調査より）

　昨年度実施しました「大腸がん検診に関するアンケート調査」から把握されまし
た情報を抜粋して、5 月 16 日号、6 月 16 日号を通じて紹介します。
　今回は、市民の皆様の健（検）診の受診状況に関する調査結果です。

● 3割の方が 1年に 1度の健康診断を受けていない？
　自身の健やかな暮らしのために、毎年健康診断を受けましょう！

　「あなたは、以前に健康診
断を受けたことがあります
か？」という質問に対して、
「今年度受診した（平成23年
4月 1日から調査票記入日ま
で )」あるいは「昨年度受け
た（平成22年度）」との回答
が全体の約70％で、3割の方
は年1度の健（検）診を受け
ていません。
　大腸がん検診はもちろん、
1年に1度の健康診断を受診
していただき、病気の予防や
体調管理をして頂くことをお
勧めします。
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 今年受けた（平成 23 年 4 月 1 日以降）　
 昨年受けた（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）
 昨年度より以前に受けた（平成 22 年 3 月 31 日よりも前に）
 過去 1 度も受けたことがない・分らない
 無回答

●問合せ／仙北市健康管理センター　 55-1112

5 月 30 日 ( 水 ) 開催
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０
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ポ
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ツ
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ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
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へ
の
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加
を
意
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し
て
体
を
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か
せ
ば
、
す
べ
て
「
運
動
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と
な

り
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す
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特
に
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の
通
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住民総参加型スポーツイベント
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９
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Ｘ
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か
回
収
箱
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投

函
ま
た
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各
地
区
公
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等
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提
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す
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ど
で
す
。

◇
特
産
品
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レ
ゼ
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ト

　

今
回
の
参
加
者
の
中
か
ら
、
抽
選

で
10
人
の
方
に
竹
原
市
の
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
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せ
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市
教
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員
会
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ツ
振
興
課
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３
３
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ャ
レ
ン
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VS
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竹原市

対
戦
相
手
は
、
広
島
県
竹
原
市
（
人
口
２
万
８
７
９
４
人
）

　
安
芸
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

　

今
年
の
対
戦
相
手
と
な
る
竹
原

市
は
、
広
島
県
中
南
部
、
瀬
戸
内

海
沿
岸
で
広
島
市
の
東
隣
の
都
市

で
す
。

　

室
町
～
戦
国
時
代
は
竹
原
小
早

川
氏
の
、
江
戸
時
代
は
広
島
藩
の

領
地
と
し
て
発
展
。
主
に
塩
田
を

中
心
と
し
た
製
塩
と
輸
送
の
拠
点

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
市
中
心
部

に
は
豪
商
の
屋
敷
や
商
家
の
豪
勢

な
街
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
似
た
よ
う
な

歴
史
の
地
域
を
持
つ
両
市
が
、
お
互

い
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
面
な
ど
で
の
交

流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
率
で
上
回
れ
ば
、
１
週
間
仙

北
市
の
市
旗
を
竹
原
市
に
掲
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
劣
る
と
、
竹
原
市

の
市
旗
を
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
掲
げ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

軽作業も対象です
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